
人権擁護の仕組みを作り、人権の擁護に努める。

近年、人権あれこれ相談の件数は増加傾向にあり、今後も人権相談のみならず、すべての相談の窓口として
人権あれこれ相談の継続と、人権擁護委員による週１回の人権相談をあわせて、人権相談窓口の充実を図
る。今後の

方向性

人権擁護の仕組みをつくる人権・平和
共生共感都市

施
策
の
大
綱

総合政策部人権推進課

事業： 人権擁護推進事業 1351

01

整理
番号

施策分野(節) 施　　　　　策まちづくりの目標(章)

02第2章

目

的

総合
評価

妥当性

効率性

有効性

施策に
対する
貢献度

B

相談者の悩みを真摯な態度で傾聴することに努め、少しでも前向きで、静
かな気持ちで帰宅される相談者の姿が確認できる。A

相談事業に数値的な効率性を追及するのは難しいが、相談者に寄り添
い、きめ細やかな相談員の対応を評価する。

A
B

A

目

標

人権相談、人権あれこれ相談を広く周知し、人権問題に関して相談しやすい体制を整える。また、一人ひとりの人権が尊
重され、自らの選択により自立し、安心してくらすことのできる人権のまちづくりの実現をめざす河内長野市人権協会に
対する支援を通じ、人権の擁護に努める。

事業費（決算額）・財源

所管課

事業費（決算額）

総コスト

財
源
内
訳

平成27年度 平成26年度 増　減

平成27年度 平成26年度 増　減

職員数

再任用職員数

一般財源

13,711

7,896

0.75

0.00

5,850

2,046

0

0

一人あたり

世帯あたり 290

126

参
考

(円)

(円)

(人)

(人)

コスト情報・従事職員数

7,867

6,605

1,262

0

0

13,629

0.75

0.00

288

123

29

-755

784

0

0

82

0.00

0.00

2

3

国府支出金

地方債

その他特定財源

事業の概要

評価

平成26年度

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

平成27年度

評
価
理
由

評
価
理
由

総合
評価

妥当性

効率性

有効性

施策に
対する
貢献度

B

A

A
B

A

人件費

公債費

内
訳

5,815

0

事業費（決算額） 7,896

5,762

0

7,867

53

0

29 (千円)

 (千円)

 (千円)
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